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 自然とそれを覆う闇は、丁加ムα8サ。グ物eMo肋m∫を構成する重要な要素であるだけでなく、作

品のテーマを支える重要な意味をも与えられている。自然と闇は、それぞれ、善と悪を象徴的に示

してい乱David Gamutは・Maguaを悪の化身と認識するけれども、自分だけは倫理的に正しい

と思いこんでいる。このようなDavidは、ダビデやイエス・キリストのごとく振る舞うのである。

Cooperは、イエス・キリストのように振る舞うDavidを悪と結び付けて描いている。Davidは、

偽キリストなのである。彼が偽キリストになってしまった原因は、古い生命力を失ったキリスト教

信仰に固執しているためなのである。

キーワード：ジェームズ・フェニモア・クーパー、「モヒカン族の最後の者」、デービッド・

      ギヤマット

                                （1995年9月1日受理）

Abstract

  The contrast between nature and the darkness covering it constitutes both structural

and thematic frames for肋eムαsエ。ア肋e Mo〃。αm∫． Nature symbo1izes good whi1e the

darkness symbo1izes evi1． David Gamut understands Magua as an evil person，but he

considers himse1f to be good in the fa11en wor1d．He acts1ike David in the Old Testament and

Jesus Christ in the New Testament． Cooper depicts David who acts like Christ as an evi1

person．David is an antichrist．Why does David become an antichrist？The reason is that he

ho1ds an old and1ife1ess Christian faith．
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 Donald DavieとThomas Phi1brickは、

丁加ムαs立。グ肋eMo肋。αm∫（1826）のDavid

Gamutを芸術家として高く評価している。

Dona1d Davieは、David Gamutを滑稽な男

であるけれども、“a representativeofthe

Art”（’〕として俗物のNatty Bumppoと対照

をなし、Natty Bumppoの限界を示す役割を

果たしているという。ThomasPhi1brickは、

Davidを“the man of peace，the man of

God，andmostofa11，themanofart”（2〕．と述

べ、Davidを物語を支配する混沌の対極にあ

る価値を表す人物と解釈している。

Dona1d DavieもThomas Phi1brickも芸術

家としてのDavidが生活に潤いをもたらし

たり、混沌の中に調和をもたらす重要な役割

をしていると評価している。

 しかし、David Gamutを闇に覆われた舞

台の中で捉え直してみるとどうなるであろう

か。Davidを闇に覆われた舞台の中で捉え直

してみると、そこには象徴的な意味を与えら

れた新しい人聞像が浮かび上がってくるよう

に思えるのである。そして、丁加ムαSCoグ物e

Mo肋。msの最初の3章は、Davidを捉え直

す上で重要な意味をもってくるように思える

のである。

 Cooperは、最初の3章でDavid Gamut

に与えた意味を明らかにするために必要な準

備をしている。まず重要なのは、物語の舞台

を設定することである。雄大な自然が読者の

眼前に展開する。Cooperは、第1章の冒頭

で自然との闘いが敵対するもの同士の戦いに

先立つと述べている。続いて、Cooperは、対

決する英・仏両軍の大部隊が広大な森林に飲

み込まれている様子を描いて“the forest、．、

apPeared to swa11ow up the living mass

which had s1owly entered its bosom．”（15）

という。（宮）敵・味方両軍を飲み込んでしまう

自然の広大さが強調されているである。

 Cooperは、自然の物理的な広大さを強調

するだけでない。彼は、自然が象徴的な意味

も与えられていることを示そうとする。

Howard Mumford Jonesは、Cooperのパノ

ラマ的な自然描写がHudson River School

に属すると言われている画家たちの自然描写

と共通していることを指摘した上で、両者が

描こうとしたことは、“thegrandeurofGod

working in the universe”（4〕であると述べて

いる。Cooperは、神が自然を通して自らを

啓示するということを示そうとしたのだ。

従って、Cooperの描く自然は、それを見る

者の心の中に“the awe or humi1ityI’（5）をも

たらすものなのだ。Cooperの描く舞台を構

成する自然は、宗教的な意味を持っ信仰の対

象とされるものなのである。

 神の啓示としてのCooperの自然は、同時

に作品の舞台を構成するもう一つの重要な要

素である死と闇の覆うところでもある。それ

は、英・仏両軍が植民地支配の覇を競いあっ

て死闘を繰り広げている“thebloodyarena”

（12）でもあるのだ。そして、死体が累々と

続く森林地帯は、闇に包まれている。

Cooperは、森林地帯を“animpervious

boundary of forest”（u）や‘‘the intermi－

nableforests”（13）と描き、森の中は光を通

さず昼なお薄暗いという。Cooperの作品に

は、物語が夕方から始まって夜へと進むもの

が多い。T〃e工αSCoグ肋eMo肋。nSでも冒頭

の残照がすぐさま夜の闇にかき消されてしま

うことで、森の中はより一層暗さを増す。こ

の点について、ThomasPhi1brickは、

“a1most a1ways CooPer’s protagonists are

hemmed in by darkness，mist，or the

CoVer．州と述べている。闇に包まれ死体の転

がる森は、まるで墓場のような不気味な様子
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をしているのである。

 Cooperは、死臭を漂わす闇を一人のイン

ディアンと結び付けて描いている。読者は、

このインディアンの名前がMaguaであると

知らされるのだが、彼は物語が始まるとすぐ

に大自然の舞台に登場するのである。夕暮れ

にEdward砦に“the unwelcome tidings”

（17）をもって現れたこのインディアンは、こ

れからすぐに訪れる不吉な闇の前触れなので

ある。Cooperは、この男と闇の結び付きを

強調する。この男の表情は、闇のように暗い。

そればかりか、Maguaの表情の暗さは、見る

者にただならぬ嫌悪感すら与えてい乱

Cooperは、彼の表情を次のように描いてい

る。

  The co1ours of the war＿paint had

  b1ended in dark confusion about his

  fierce countenance，and rendered his

  swarthy lineaments sti11 more savage

  and  repu1sive， than  if art had

  attempted an efect（18）

Cooperは、Maguaの暗さが顔にぬった絵の

具の効果だけによるものではないという。こ

うして、Cooperは、Maguaの表情に浮かぶ

暗さがこの男の本質に根ざしていることを暗

示している。

 Cooperは、物語の進行につれてMagua

の本質を読者に明らかにする。そして、彼は

舞台を包む闇の性質を明らかにしてゆくので

ある。Maguaは、倫理的に堕落したインディ

アンとして描かれてい孔彼は・白人と接触

し“the fire＿water“（102）を飲むことを覚

え、“arasca1’’（102）になり下がったのだ。文

明と接触し宗教的な意味を与えられている自

然との関係を失ったことが、彼の堕落の原因

なのである。やがて、Maguaは、大虐殺を引

き起こした首謀者として読者の前に現れる。

第17章のWi11iam Henry砦の虐殺の場面は、

イギリス軍の将兵とともに婦人や子供までが

インディアンに殺された歴史的に有名な事件

である。Cooperは、この事件とHuron族を

結び付ける。Huron族が大量殺薮を行った

のだと言う。そして、CooperのMaguaは、

Huron族を操って彼等にイギリス軍の将兵

と婦人や子供を襲撃させ虐殺させたのであ

る。森林地帯に転がる死体は、血に飢えた

Maguaの暗躍の結果なのである。Magua

は、“the dusky savage the Prince of Dark－

ness，brooding on his own fancied wrongs，

and p1otting evi1”（284） なのである。

Maguaは、悪の化身なのだ。大自然という舞

台は、倫理的腐敗を隠蔽し悪の跳梁を許す象

徴的な意味を帯びた闇に覆われているのであ

る。

 Cooperは、まず初めに物語の舞台を設定

した。宗教的な意味が与えられた自然は、背

後におしやられその表面を倫理的腐敗を隠す

闇が覆っている。Maguaが君臨する舞台は、

James Frank1in Beardがいうように“his

［man’sコfa11enstate”（7〕なのである。こうし

て、Cooperは、これから闇に覆われた舞台

で起こる事柄にまつわる問題の中心が悪の認

識に関するものであることを暗示するのであ

る。

 David Gamutが倫理的腐敗を隠し悪の跳

梁を許す闇に覆われた舞台に登場する。彼

は、New England地方出身の賛美歌教師な

のである。彼は、キリスト教の布教・伝道の

ためEdward砦からWi11iam Henry砦にい

こうとしているのである。Edward砦で出発

の機会を待っていると、そこにMaguaが

“the unwe1come tidings”（17）をもってくる

のだ。Davidは、戦闘用の絵の具を顔に塗り

トーマホークを腰に下げたMaguaを初めて

一91一



大阪女学院短期大学紀要第24・25号（1995）

みるのだ。彼は、獲猛なMaguaにキリスト

の福音を全く知らない人間の典型を見るので

あ孔彼は・Maguaを倫理的な闇の中にいる

男と見徴すのである。

 Davidは、異教徒であるMaguaにキリス

ト教を伝道し彼を改宗させようと努力する。

彼は、Huron族の集落まで行き彼等の族長

であるMaguaにキリスト教を教え彼の蒙を

啓き部族を改宗させようとするのである。実

際、彼は昼夜を分かたず賛美歌をうたいそし

て聖書の言葉を語るのだ。しかし、Magua

は、キリスト教を受け入れようとしないの

だ。Davidはかたくなにキリスト教を拒む

MaguaのことをNattyBumppoに次のよ
うに話す。

  the 1eader of these savages is pos－

  sessed of an evi1spirit，that no power，

  short of Omnipotence，can tame．I

  have tried him，sleeping and waking，

  but neither sounds nor language seem

  to touch his sou1．（223）

Davidは、キリスト教を受け入れようとしな

いMaguaを悪霊に取りつかれているとい

う。そして、彼はMaguaに支配されている

Huron族を倫理的な闇の中にいる無知蒙昧

の輩と見ているのである。Davidは、Magua

を悪の化身と認識するのである。

 DavidのMaguaに対する認識は、彼の世

界認識を深めてい乱彼は・悪の化身Magua

に操られているHuron族が肢雇している状

況を倫理的に不毛な状況と認識する。実際、

Huron族が人の心を寒々とさせるような“a

tumu1tofye11sand cries”（66）をあげて襲

撃してくるのを見ると、Davidは、“thein－

fema1din”（66）の真っ只中で、“Whence

comes this discord！Has hen broke loose，

that man shou1d uttersounds like these！”

（66）と叫ぶのである。Davidには、Huron

族の雄叫びが、まるで、“thedemonsofhell”

（66）が地獄の扉を破り地上に現れそこを支

配しているように思えるのである。彼は、

Huron族が傍若無人に振る舞う状況を倫理

的腐敗と堕落の支配する世界と見るのであ

る。

 倫理的に堕落した世界でのDavidの行動

は、第17章のWiniam Henry砦の陥落直後

の場面にみられる。William Henry砦の陥落

直後に悪の化身Maguaに唆されたHuron

族が砦から退却するイギリス軍の将兵や婦人

そして子供を襲撃し略奪をほしいままにす

る。この場面は、歴史的に有名な出来事を読

者に思い起こさせてくれるだけではない。そ

れは、象徴的な意味も与えられている。

Huron族の残虐極まりない行為が繰り広げ

られる場面は、倫理的に荒廃した人間の世界

のありさまを象徴的に描いたものなのであ

る。Davidは、Huron族が暴虐のかぎりを尽

くしている様子を目の当たりにして、Cora

に次のように話す。

  Lady．．．it is the jubi1ee of the devi1s，

  and this is not a meet p1ace for chris－

  tians tO tarry in． Let us up and fly！

  （177）

Davidは、Huron族が虐殺を行っている状

況を悪魔の饗宴にたとえている。そして彼

は、その場がキリスト者にとってふさわしく

ないところなので逃げようとCoraに提案す

る。彼は、虐殺の現場から逃げることで自分

の身の安全を優先すると同時にキリスト者と

しての倫理的潔癖さを守ろうとするのであ

る。彼は、堕落した世界に生まれ落ちた人間

であるにもかかわらず自分も堕落した人間の

一人であることを自覚していない。彼は、堕

落した世界の真っ只中にあって倫理的完全さ
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を守ろうとするのである。彼は、Maguaを悪

の化身と認識するけれど、自分もMaguaと

同質の悪に蝕まれていることを自覚しないの

である。

 悪に蝕まれているという自覚を持たない

Davidは、Coraの霊的な苦悩を理解するこ

とができないのである。Coraは、“The

tresses of this1ady were shining and

b1ack，like the plumage of the raven．”（19）

と描かれている。彼女の黒髪は、彼女が白人

の父Munroと黒人の血を引く母との間に生

まれた混血の娘であることを示している。し

かし、彼女の黒髪は、人種的特徴を表してい

るだけでない。それは、象徴的な意味も与え

られている。彼女の黒髪は、Maguaの暗さに

象徴的に示された悪を生まれながらに持って

いることを示しているのだ。Coraが自分に

ついて語る言葉に注目してみる。Coraは、妹

のAliceと比べて次の様にいう。

  That I cannot see the sunny side of

  the picture of life，1ike this art1ess but

  ardent enthusiast1．．is the pena1ty of

  experience，and perhaps，the misfor－

  tune of my－nature．（150）

Coraは、人生の暗さしか見えないのは生ま

れながらの不幸によるものだという。彼女

は、人間性の拭い去り得ない一部として悪を

生まれながらに持っていることを告白してい

るのであ乱彼女は・人間性を捉えて離さな

い悪ゆえに苦悩しているのである。ところ

が、Davidは、Maguaを悪の化身と認識す

るけれど自分も悪に染まっているという自覚

を持たない。この様なDavidは、Coraの苦

悩を理解し共感することができないのであ

乱彼は・独善的な男なのであ私

 悪に蝕まれているという自覚を持たない

Davidの姿は、さらに強調されている。

Davidは、暴虐のかぎりを尽くしている

Huron族を鎮めようとする。その時、彼は、

旧約聖書のダビデのことを思い起こす。彼

は、ダビデがサウル王にとりっいた悪霊を追

い出した例にちなんでHuron族にとりっい

た悪霊を追い払おうとする。彼は、次の様に

いう。

  If the Jewish boy might tame the evil

  sPirit of Sau1，by th sound of his harp，

  and the words Of sacred song，it may

  not be amiss、．．to try the potency of

  music here．（177）

Davidは、ダビデにならって、Huron族を鎮

めようとするのだ。そして、彼は、大声で賛

美歌を歌うのである。Huron族のインディ

アンは、Davidの賛美歌を“deathsong”

（177）とみなし彼に危害を加えないのであ

る。ところが、Davidはそのことを賛美歌の

効力がきき始めたと誤解するのである。そし

て、彼は、A1iceを連れ去るMaguaを追いか

けるCoraに“Stay＿1ady＿stay．．．The ho1y

charm is beginning to be fe1t，and soon

shalt thou see this horrid tumult stmed．”

（178）と呼びかける。彼は、MaguaがA1ice

とCoraを連れ去るきっかけを与えたのが自

分の歌う賛美歌であることに気付かない。そ

の結果、彼は、ダビデのように自分にも悪霊

をしずめる力があるとますます思いこむので

ある。

 自分の霊的力を過信するDavidの姿は、

彼とNatty Bumppoの対話を通してさらに

示されている。Davidは、Huron族に捕らえ

られ殺されようとしているUncasをHuron

族から解放するためUnCaSの身代わりにな

るという。彼のこの提案を聞いたNatty

Bumppoは、DavidがHuron族に殺される

ようなことになれば必ず復讐すると誓うので
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ある。Davidは、Natty Bumppoの誓いをき

くと彼に次の様にいう。

  Ho1d．．．I am an unworthy and humble

  follower of one，who taught not

  the damnable princip1e of revenge．

  Shou1d I fa11，therefore，seek no vic－

  tims to my mames，but rather forgive

  my destroyers；and if you remember

  them at a11，1et it be in prayer for the

  en1ightening of their minds，and for

  their etemal we1fare！（274）

Davidは、復讐するな、迫害するものを許せ

とNatty Bumppoにいう。彼のこの忠告は、

イエス・キリストを思い起こさせる。イエ

ス・キリストは、敵をも愛せよと教えた。

Davidは、イエス・キリストのおしえを忠実

に実践しようとするのである。その上、彼は、

自分の死に特別の意味を見てい孔彼は・自

分の死をHuron族からUncasを解放するた

めの死と考えるだけでない。彼は、自分の死

を迫害するHuron族の蒙を啓き永遠の幸福

を彼等にもたらすための死とみなしてい孔

彼は、自分の死を十字架につけられ殺された

イエス・キリストの賄罪死と重ね合わせて見

ているのである。自分の霊的力を過信する

Davidは、ダビデにならうだけでなくイエ

ス・キリストのように振る舞っているのであ

る。

 Cooperは，イエス・キリストのように振

る舞うDavidをMaguaと結びつけて描い

ている。キリスト教の布教に励むDavidは、

Huron族から小屋を与えられている。彼に

あてがわれた小屋は、Maguaの住んでいる

小屋でもあるのだ。Cooperは、Maguaが住

んでいる小屋の様子を次のように描いてい

る。

  Then he sought his own lodge，The

  wife the Huron chief had abandoned，

  when he was chased from among his

  peopIe，was dead，Chi1dren he had

  none；and he now occupied a hut，

  without companion of any sort． It

  was，in fact，the di1apidated and so1i－

  tary structure in which David had

  been discovered，and whom he had

  to1erated in his Presence，on those

  few occasions when they met，with

  the contemptuous indifference of a

  haughty superiority．（283）

Maguaが住んでいる小屋は、妻や子供もな

く人間的な温もりがないだけでなく凄ましく

荒廃しているのである。それは、彼の心の状

態を象徴的に示しているのである。彼は、計

り知れないほどの倫理的腐敗と破壊のエネル

ギーを内蔵した冷酷極まりない悪の化身なの

である。Davidは、この様なMaguaと小屋

を共有しているのである。そのことは、

Davidも悪の化身Maguaと同様に倫理的腐

敗と破壊のネルギーを秘めた男であることを

物語っている。Cooperは、悪に蝕まれてい

るという自覚を持たずイエス・キリストのよ

うに振る舞うDavidこそが悪魔的な人物で

あるというのだ。Dona1d DavieやThomas

Phi1brickは、芸術家であるDavidを高く評

価していた。しかし、倫理的腐敗を隠し悪の

跳梁する闇の中でDavidを捉え直してみる

と、彼は、混沌とした世界の混迷を一層増幅

する悪魔的役割を果たす人物と言えるのであ

る。一見すると熱心なキリスト教の伝道者

David Gamutは、実は偽キリストなのであ

る。

 Davidが偽キリストになってしまった原

因をさらに究明するには、少し角度を変えて

DavidのUncasに対する姿勢に注目する必
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要がある。UnCaSは、メシヤなのである。（日）

UnCaSのメシヤ性は、物語の前半部で宗教的

な意味を与えられた自然との係わりで描かれ

ている。彼の完壁な肉体・音楽的な声・鹿の

ような躍動的な行動力は、宗教的な意味を与

えられた自然の完全さ・美しさ・流る生命力

を体現しているのである。こうして、David

のUnCaSに対する姿勢は、宗教的な意味を

与えられた自然に対するDavidの姿勢を示

すことになるのである。

 Davidは、第6章冒頭でUncasを初めて

見るのである。彼のUnCaSに対する態度は、

Duncan HeywardやMunro姉妹の態度と

対照的に描かれている。DuncanやMunro

姉妹は、UnCaSの完壁な姿を賞賛する。しか

し、彼等と対照的に、DavidはUncasに何の

関心も示さない。Cooperは、Davidを次の

ように描いている。

  The stranger alone disregarded the

  passing incidents．He seated himseIf

  on a projection of the rocks whence he

  gave no other signs of consciousness，

  than by the strugg1es of his spirits，as

  manifested in frequent」and heavy

  sighs．（52）

Davidは、殺された馬を悲しんで溜め息をっ

いているのである。彼は、完壁なUnCaSに何

の感動も覚えないのだ。彼は、UnCaSをメシ

ヤと理解しないのである。そのことは、彼が

UnCaSを通して自然に宗教的な意味を見よ

うとしないことを示している。

 DavidのUncasに対する姿勢は、彼と

Natty Bumppoの対話を通してさらに示さ

れている。NattyBumppoは、Huron族に

捕らえられたUncasの安否をDavidに尋ね

る。彼は、UnCaSのことについて次の様にい

う。

  The young man is in bondage，and

  much I fear his death is decreed． I

  greatly moum，that one so we11dis・

  posed should die in his ignorance，and

  I have sought a good1y hymn＿（269）

Davidは・Uncasの人の良さを認めている。

しかし、彼は、あくまでもUnCaSをキリスト

の福音を知らないインディアンと見倣してい

るのである。彼は、UnCaSをメシヤと理解で

きないのである。この様なDavidは、Uncas

の善良さが宗教的な意味を与えられた自然一の

善意を映し出していることに気が付かないの

である。

 Uncasをメシヤと理解できないDavidは、

自分の肉体的特徴に与えられている意味を理

解しないのである。Davidは、Uncasと対照

的に釣り合いが取れず不格好な男として描か

れている。Cooperは、Davidを次のように

描いている。

  The person of this individua1was to

  the last degree ungainly，without

  being in any particu1ar manner de－

  formed． He had a11 the bones and

  joints of other men，without any of

  their proportionsl Erect，his stature

  surpassed that of his fe11ows；though，

  seated，he appeared reduced within

  the ordinary1imits of the race．The

  same contrariety in his members，

  seemed to exist throughout the whoIe

  manl（16）

Davidの身体は、調和が取れていないのであ

る。彼の肉体的な特徴は、象徴的な意味が与

えられているのである。釣り合いの取れない

Davidの身体は、彼の倫理的な不完全さを表

しているのである。しかし、UnCaSの完壁な

姿に象徴性を理解しないDavidは、生まれ
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ながらに不完全な人間であることに気付かな

いのである。そして、その結果、彼は、自分

の力を過信しメシヤのごとく振る舞ってしま

うのである。

 DavidのUncasに対する姿勢は、物語の

後半部でさらに描かれている。UnCaSのメシ

ヤ性は、物語の後半部で超自然的な枠組の中

で描かれている。その枠組の核心部にUnCaS

の死が描かれている。UnCaSの死に至る過程

は、聖書のイエス・キリストの死に至る過程

と重ね合わせて描かれている。UnCaSの死

は、イエス・キリストの十字架の死を連想さ

せるのである。UnCaSの死は、悪の呪縛から

人間を解放し魂の負っている傷を癒し人間性

を回復させる象徴的な意味が与えられている

のである。こうして、DavidのUncasに対す

る姿勢は、超自然的世界に対するDavidの

姿勢を通して描かれているのであ孔

 Davidの超自然的世界に対する姿勢は、物

語の後半部で最初に見られるDavidの様子

を通して示されている。読者が物語の後半部

で最初にみるDavidの姿は、インディアン

の格好をさせられたDavidの姿なのである。

彼の様子をCooperは、次のように描いてい

る。

  His head was shaved，as usua1，with

  the exception of the crown，from

  whose tuft three or four faded feath－

  ers，from a hawk’s wing，were1oosely

  dangling． A ragged ca1ico mantIe

  ha1f encircled his body，while his

  nether garment was composed of an

  ordinary shirt，the sleeves of which

  were made to perform the office that

  is usua11y executed by a much more

  commodious arrangementl His1egs

  were bare，and sad1y cut and tom by

  briars．  The feet were，however，

  covered with a pair of good deer＿skin

  moccasins．（219）

Davidは、Huron族と同じ格好をさせられ

ているのである。彼は、キリスト教を受け入

れないMaguaを悪霊に取りつかれていると

見ていれそのことを考えてみると、イン

ディアンの格好をさせられているDaVidは、

悪霊に取りつかれていることにな飢彼は、

超自然的世界に対する信仰を失っているので

ある。この様なDavidは、超自然的な枠組の

中で示されるUnCaSのメシヤ性を理解でき

ないのである。

 Davidの超自然に対する姿勢は、Davidに

ついて話すNatty Bumppoの言葉に示され

ている。超自然的世界の核心部に迫ろうとす

るには、先にそこに入っていった人の残した

印や足跡を丹念に拾いその意味をじっくり考

える必要があるのだ。実際、Natty Bumppo

は、A1iceやCoraの残した足跡をたどって

核心部に近付くにつれて、A1iceやCoraの

足跡が消えDavidの足跡が見立つのに気づ

く。Natty Bumppoは、この事実の持つ意味

をじっくり考えそして次のようにいう。

  I can now read the who1e of it，as

  p1ain1y as if I had seen the arts of le

  Subti1．．．the singer，being a man

  whose gifts lay chiefly in his throat

  and feet，was made to go first，and the

  others have trod in his steps，imitat－

  ing their formations．（216）

Natty Bumppoは、DavidがAliceやCora

の足跡を分からなくする役割をしているとい

う。Davidは、超自然的世界の核心部に近付

こうとする者を惑わす働きをしているのであ

る。しかも、Davidの背後には、悪の化身

Maguaがいて彼を操っているのである。

一96一



肴倉：偽キリストDavid Gamut

Maguaに操られているDavidは、超自然の

枠組の中に示されるUnCaSのメシヤ性を理

解することができないのである。

 Uncasのメシヤ性を理解しないDavidは、

自分の霊的力を弁えないのである。David

は、Huron族の父親から悪霊に取りっかれ

病気になっている娘を癒してくれと頼まれる

のである。彼は、娘を癒そうとして賛美歌を

歌うのである。Cooperは、Davidを次のよ

うに描いている。

  Gamut，who had stood prepared to．

  pour forth his spirit in song when the

  visiters entered， after de1aying a

  moment，drew a strain from his pipe，

  and commenced a hymn，that might

  have worked a miracle，had faith in its

  efficacy been of much avai1．（253）

Davidは病人を癒そうとするけれど、病人は

死んでしまうのである。彼は、悪霊を追い払

い人間性を回復させる霊的力を持たないので

ある。しかし、UnCaSのメシヤ性を理解しな

いDavidは、自分が欠けるところのある人

間であることを理解しないのである。そし

て、その結果、彼は、自分の霊的力を過信し

てしまうのである。

 Davidは、Uncasのメシヤ性を全く理解し

ない。それでは、彼はどのようなキリスト教

信仰の持ち主なのであろうか。彼が偽キリス

トになった原因を考えるためにも、彼を支え

るキリスト教信仰がどのようなものなのか考

えてみる必要がある。DavidとNatty

Bumppoの対話に注目してみる。Natty

BumppoとUncasたちは、Huron族を急襲

し彼等に捕らえられているDuncan，Alice，

CoraそしてDavidを解放する。けれども、

Natty Bumppoたちは、Maguaを取り逃し

てしまうのである。そして、NattyBumppo

は、残念に思いながら、“Buポtwas all fore＿

ordered，andforthebestl”（116）という。

Davidは、Natty Bumppoの言葉を聞くと

彼に向かって次のようにいう。

  thou sayest we11．．．and has caught the

  true spirit of christianity， He that is

  to be saved wi11be saved，and he that

  is predestined to be damned wi11be

  damned！This is the doctrine of truth，

  and most conso1ing and refreshing it

  is to the true believer、（116）

Davidは、予定説こそがキリスト教の真理で

あるという。彼を支える信仰は、教義を一つ

の特徴としている。

 Davidの信仰のもう一つの特徴は、賛美歌

である。彼は、旅の仲間に加えられると詩篇

133篇を歌って喜びを表現するし、殺された

馬を悲しんで詩篇135篇を歌う。さらに、彼

は、Huron族を鎮めるため詩篇2篇を歌㌔

彼は、事あるっど賛美歌を歌うのである。彼

を支える信仰は、敬度な宗教感情に支えられ

ているのである。

 Davidの用いている賛美歌集は、彼の信仰

の特徴をさらに示してくれる。彼は、愛用し

ている賛美歌集について次のように語る。

  I never abide in any place，sleeping or

  waking，without an example of this

  gifted work． ’Tis the six＿and＿twen－

  tieth edition，promu1gated at Boston，

  Anno Domini，1744；and is entit1ed，

  ’The Psalms，Hymns，and Spiritua1

  Songs of the O1d and New Testa－

  ments；faithfully translated into Eng－

  lish Metre，for the Use，Edification，

  and Comfort of the Saints in Public

  and Private，especia11y in New Eng－

  1and．’（26）
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Davidの賛美歌集は、長い間ニューイングラ

ンド地方で使われた賛美歌集の26版なのであ

乱その出版は、1744年なの札それは・Jon－

athan Edwardsが信仰復興運動を起こして

からわずか数年後であることを思い起こす必

要がある。Davidを支える信仰は、第1回目

の「大覚醒運動」によって目覚めさせられた

ものなのである。

 Davidの信仰を賛美歌集の出版年代に注

目して考えたけれども、さらに重要なこと

は、作品の出版年代である。meムα8Coグ肋e

Mo〃ωmsは、1826年に出版された。この時

期は、第2回目の「大覚醒運動」が盛んに展

開されていた時期でもある。信仰が間い直さ

れ、信仰の活性化が求められていたのであ

る。Davidは、第2回目の「大覚醒運動」が

展開されている最中に第1回目の「大覚醒運

動」で目覚めさせられた信仰を持ち込んでい

るのあ孔彼の信仰は・時代遅れなのであ孔

Cooperが偽キリストDavidを描いたのは、

教義と敷皮な宗教感情を支えとした信仰が生

命力を失い形骸化していることを示したかっ

たからであろう。
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